
昭和基地における風向，風速，気温および気温鉛直傾度の相互関係

から8m／sec位までは，不安定が急激に減少し，それ以

上の風速では一定な値になっている．

　風速増加による気温上昇は，顕著な年変化を示してお

り，特に興味深いことである．春，夏，秋，冬季に対し

て，風速10m／sec増に対して，気温がそれぞれ，2．9，

1．3，3．O，5．0。C増で」特に5，8月では，5．80C増，12

月ではO．5。C増と10倍以上の差がみられる．

　なお式で表わせば，それぞれ，

y・＝O．29X－9．37ン

y＝0．30X－8．75，

γ＝0．13X－1．49，

rニO．50X－21．29

となる．ただし，Xは風速（m／sec），Yは気温（。C）で

ある．

　気温と気温傾度の関係では，年間を通して，ほぼ気温

が10C下る毎に気温傾度が0．0057。C／m上ることが判

り，また変化傾向は，夏・冬季では同じく，気温0。Cに

対して一〇．036。C／m，春・秋季では0。C／mの気温傾

度を示している．

　気温傾度の頻度分布は，夏季では約7割が不安定状態

であるのに対して冬季では，約88％が安定状態であり，

季節により分布範囲に差がみられる．

　以上のことが，この観測より判った主な結果である．
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